
平成16年5月7日
各　　位

  最近の業績の動向等を踏まえ、平成15年11月14日の中間決算発表時に公表した業績予想を下記の
とおり修正いたします。

１．平成16年3月期連結業績予想数値の修正（平成15年4月1日～平成16年3月31日）
(単位：百万円、％)

売上高 経常利益 当期純利益
前回発表予想(Ａ)

（平成15年11月14日 発表） 215,000 1,100 1,000

今回修正予想(Ｂ) 213,000 1,900 2,300

増減額(Ｂ－Ａ) △ 2,000 800 1,300

増減率 △ 0.9 72.7 130.0

前期（平成15年3月期）実績 200,907 △ 2,617 △ 1,423

２．平成16年3月期単独業績予想数値の修正（平成15年4月1日～平成16年3月31日）
(単位：百万円、％)

売上高 経常利益 当期純利益
前回発表予想(Ａ)

（平成15年11月14日 発表） 1,700 300 180

今回修正予想(Ｂ) 1,600 110 1

増減額(Ｂ－Ａ) △ 100 △ 190 △ 179

増減率 △ 5.9 △ 63.3 △ 99.4

前期（平成15年3月期）実績 52,423 531 507

３．理　　由

              以　上

業績予想の修正に関するお知らせ

記

  （ ＴＥＬ   ０３－３２０６－５１２１ ）

 会社名　　日清オイリオグループ株式会社
 代表者名　取締役社長　 　 秋 谷　淨 惠
 （コード番号　２６０２　東証・大証第１部）

 問合せ先  財務政策部長　　太田良  　猛

(1)連結決算
  経常利益の上方修正は、原材料コストが高騰する厳しい経営環境のもと統合効果の早期実現ならび
に経費の更なる削減に取り組んだ結果、販売費および一般管理費が予想を下回ったことが主な要因で
あります。なお、販売価格改定につきましては全社をあげて取り組んでまいりましたが、いまだ途上
にあるため、今後もより強力に推進してまいります。
  当期純利益につきましては、経常利益の増加に加え、子会社の攝津製油株式会社で見込んでいた特
別損失の発生額が予想を下回ったこと等により上方修正いたします。

(2)単独決算
  子会社が当社への配当金支払を見送ったこと等から、業績は予想を下回る見込みです。


